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アーミタシの村

第 2 回歴史的共同体会議

ニュー，ハーモニィ再訪

ア シの村

日本では「キリスト教大ポ典」にも記述がないはど知 

られていないが , A m ishは，，アメリ力ではぺンスィル ' 
ウ.ェイニア州 の L an caster都，オハイオ州のHolmes 
郡 , インディアナ州めE lk h art郡を中心に银まり，さら 

に遠くカナダからプロリダ州にまで分布する有名な宗
.の . ，

派である。この派の起源は，幼児洗礼を無意義としカソ 

リックとプロテスタントの双方から迫害された ana- 
b ap tistで，その一派にオランダ人Menno Sim ons (1 
492-1559)に舉いられた メ ノ 一派（Memionites, Menno- 

n ite n )があり，成人信者の再洗礼, 教会の自治，政教 

分離, 平和主義，無抵抗主義を主張, ヨーロッパのみ 

ならずアメリ力の各地に広がった。 メ ノ一派は宗教改 

運動の左翼を形成し，国教制度を否認したために厳 

しく弾圧されつつも，教育と訓練によって教会を純化 

し神への接近を指向，戒#^を犯した教会員を厳しく破

門していったのである。このメノ一派から，1693年か 

ら1697年の間にまた分かれたのがア一ミッシで, メ ノ 

一派は破門の厳格性を失ったとしてさらに厳しさを求 

める一群がスイスの牧飾Jakob Amman (1644-1730) 

を指導者として分裂，アンマンの名を取ってアーミッ 

シと呼ぱれる。

社会思想史的に見てアーミッシが興味深いのは，彼 

らが自らを一般:社会から瘾絶し，国家権力に抵抗して 

白治管理を実践する一種のアナキズム的協同社会を実 

現したこと，その教義によりて: 役を拒否(し，平和主 

義を貨いてきたこと, 19世紀までの生活様式を墨サし 

て一種の文明批判を示していることである。彼らは , 
プロテスタントと同じように聖書至上主義, 宗教的個' 

人主義を取るが，プロテスタシトや再洗礼派と違って 

厳 し 、信仰と質素な生括を守るために一般社会から分 

離した。そして国家と既成教会の双方から激しく迫害 

され,旧大陸ではスイスやドイツやアルザスの丘陵地 

帯に逃れ，W iniam  P e n nが迫害された人びとを招い 

すこ時,その一部はロッチルダムからペンスィルヴエイ 

ニア州へ渡り（最初の渡米は世紀初期）, Berks, Chester, 

9 ンカスターなどに渠落をつくった。彼らは，先祖の

注（1 ) アーミッシの文献としてゆ Charles S. Rice and Roland C. Steinmetz, The Amish Year, Rutgers Univ. 
Press, New Brunswick, New Jersey, 1956. Calvin G. Bachman, The Old Order Amish of Lancaster 
County, VoL 49, Proceedings of the Pennsylvania German Society, Frankental Library, Lancaster, 
Pennsylvania, 1961' Joseph W, Yoder, Rosanna of the Aniisht Herald Press, Scottdale, Pennsylvania, 
1961- W illiam I, Schteiber, Our Amish Neighbors, The Uiiiv. of Chicago Press, Illinois, 1962, John 
A. Hosletler, Amish Society, John Hopkins Press, Baltimore, Maryland, 1968, Hostetler & Hunting­
ton, Children in Amish Society* Socialization and Community Education^ Holt, R‘ &' W . 1972.坂弁信 

生 「ア" ミシュの文化とお:会一 ■機械文明に背を向けるアメリカ人j のレダン社，康京，1973.がある。

( 2 ) アナバプティストは非暴力ニ無抵抗の信仰を堅持し，国家主義の抬頭によって3 — 口ッパで徴兵制カレ般化する 

とアメ！）力に逃れ，|̂ こ役を免除されてきた。第一次戦やアメリカにも徴兵制が: 力、れた時，メノ一派，プダクライト 

派，アーミッシなどアナバプティスト譜派はこれに抵抗，クエイカー，プレズレンとも協力して信仰をさ:り，今では 

心 的 兵 役 き Conscientious o b je c to rとして兵役を免れている◊ 綱原厳r良心的反戦論きのアナバプチィス 

ト’的系譜平凡社，1974年参照。兵役拒巧についズは，はかに日本发和会r良心的兵役拒否J , 新教出版社，1967. 
阿部知二 ri；i心的な役招石の思想J , 岩波新A 1 9 6 a などの本があるが，，アーミッシには言及されていない。
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信# と生活熊度をかたくなに守り，現代を特徴づける 

科 学 技 術 や 生 慣 ，特に華美な服装や賞沢な住居を 

悪魔の支配としてすベて忌避する。プライドを示す教 

会や高等教育はすべて世俗的な悪であり，魂に有害で 

あると信じているから，彼は教会を建てず，俗世間 

を改良するための伝道や慈言活動も行なわない。そレ 

てボタンの代りにプックを用いた恼素な制服を身につ 

けて，農業を営んでいる。こうして自動車やトラクタ 

一や電気，ガス，水道の使用を認めない保守的な派を 

旧 派 (Old Order), または各家庭で礼拝を行なうため 

House A m i s h と呼ぶのである。それに対してやや新 

しい要素を加え教会の建物を持つ派が1927年に分到し， 

これはChurch A m i s h ,または指導者M oses Beachy  

の名からBeachy A m is hと呼ぱれる。アーミッ:シはヨ 

一口ッバでは消滅したが, 寛容なアメリ力では，産ほ 

制限を禁じ子供が多いこともあって信者数が増大し， 

旧派だけでも2 万人を越えると言われる。

1975年の秋10月，アメリ力めヴァジニア州に滞在し 

ていた私は，ニュー，ヨークから自宅に帰る機会に少 

し廻り道をしてアーミタシの'中心地ランカスターを家 

族と共に訪れた。ランカスターはフィラデルフィアの 

西約;L00キロの地にあり，人口 6 万弱の小都市と周辺 

の郡から成って、、る。市は独立戦争の時は13植民地中 

内陸部では最大と言われ， B r a n d y w in eの戦闘後;17 

77年 9 月27 日大陸会議がプィラデルプィアから退いて 

1 日だけこの市に留った。1799年から1812年まで州都

であり，ペンスィルグエイニアの一中心である。ア

ミツシたちはこの市の東侧一帯の農村に住んでいるの 

で，.まずIpformatjon C en terで地図などの資料をも’ 

らい， T h e W il lo w という柳に囲まれたモーチルに 

止宿, Pennsylvania D u tchの食事を賞味する。ペイ 

スィ /レヴェイニア * ダッチとはドイツの南西部から17, 

8 世紀にぺンスィルヴイニア州の南束部に移住した 

ドイツ人とスイス人の子孫で，ダッチというが実は生 

体はドイツ人。ただしメ ノーがオランダ人で，メ ノー 

派はオランダにいたためオランダの影響を受けたせい 

力、, 料理はオランダ風であった。

翌28日にいよいよアーミッシの村に入った。驚いた

ことに, このあたりはすっかり観光地と化し,ラン力 

スタ一市を中心とする扇状に展開した地域一帯に， 

T h e A m ish Farm  and House (1805ギ建築のアーミッ 

シの家，家畜小屋などが旧派の生活をボす) , T he Amish 
Hom estead (旧派の一家が所有する71；*•イ力''"の農勘)， 

M ill Bridge Craft V illage (初期ペンスイルヴ; イニア* 
ダッチの民芸品展示，1738if4こつくった製粉水# の実演，银 

冶屋，はろ馬Ipなどの展示）などいくつもの有料見物齒 

所があり, 4 時間のバス，ツァ一やDutch Wonder­
land や Pennsylvania Farm  M useum of Landis 

Vallay, W ax M useumまであるのだ。

この州に多いcovered bridge.を通って，まずThe 

Am ish Farm  and . Houseを見る。 これは旧派の住 

居と摸場で，住居は台所や集会室など10室を有する大 

きなもの。旧派の家は，交替で礼禅の場を提供しなけ 

れぱならないのと,子供が平均7 〜》人もいるので，皆 

かなり大きい。しかし装飾ははとんどなく，床の敷物 

にいたるまで手づくりで，開拓時代をしのぱせるもの 

がある。：家に集る会衆はG em eindeと呼ばれ，15—30 

家族，100-人前後の人だから , ，礼律湯となる家では， 

家のほ外を清掃し，広間の家具を動かしてベンチを運 

び入れ，また礼拝の後には会食があるので10数人の女 

性が朝早くから来て食举の準傭をするなど大変だ。讚 

美歌合唱，祈り，説教は長く退屈のようだが,後の会 

食は共同体精神を養うために重要な社交である。教会 

がないため結婚式なども家で行や:われ，4 0 0 人もの人 

が集って，宗教儀5^は朝から昼まで，そして祝賀の宴 

は夜まで続くそうだ6 母屋の周りには，風車，兆戸，

■川の水力を利用したポンプ, 石造の納屋，家畜小屋， 

馬車小屋，牧場，水舉，工作場，鎭冶屋：など，ァーミ 

ッシの生産の場が示されている。

この建物を後にし， T he Old V illage S t o r eを経 

て街道をポでKitchen K e ttleという商店街へ向かう 

途中， b u g g yと呼ぱれる四輪の黑ゥぱい箱型馬車を駆 

るアーミッシの人たちに何度かすれ違った。馬車の窓 

から見えるアーミッシの性は，黒、、服を# てつぱの 

大きな黑い帽子をかぶり，誰もがあごひげを蓄えて手 

綱をさぱいでいる。被らにとっては，自動車は不必要 

というだけでなく， com m unity l i f e を破壤するもの

法（3 )  The Encyclopedia Americana, 1976によれぱ新旧両'派の受洗者23000人。子供を含めると*44000人 （60i[：•代)。 

Encyclopaedia Britanica, 1963 によれぱ旧派は約17500人。The World Almanac & Book of Fads,  1975によ 
れぱ，アメリカのメ ノ一派全体で16万んそのb ち旧派は14720人，ビーチイ• アーミツシは4069人。John k .  Hosted 
ler, Amish Life, 1 9 7 3 .'などの解説には，旧派の受洗者22000人という敵字が示されている。ァーミダシは教会を 

特たないので記録が芝しいし，外部の人の調: を好まないので正確な信者数は不明。
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なのだ。悠然たる馬のひづめの響きは肩Mの自動Jpの 

流れと際立ったコントラストを形成し，何しろ自動！{I 
とはスピ，一 ドが違うから，馬車にはバック ，ミラーや 

方向指示群はあるのだが，街道で追突され破壊される 

buggyが多いという話は痛ましい。馬束，沿道の馬具 

度，さらには周辺の農家に見られる風!}i, これらは皆 

観光用ではなくて実際の生活に不可次のもので，19世 

紀以前の生括と20世紀の現樊が22なりあって展開する 

光景は，アーミッシの村ならではのものだろう。

観光客目当てに民芸品や士產物，伝統的な食料品な 

どを売っているキッチン，ケチルに着くと，驚くべき 

ことにそこでは数人のアーミッシの女性が働いていた。 

無地の質素な制服を着，鬚を中心から分けてひつつめ 

にし,.白い帽子をかぶってchow  c h o w という名物の 

清物をびんにつめたり売り場に立ったりしている商行 

為は，俗界との接触を断って信仰の純粋さを守ろうと 

言う教義とどのように調和するのか，何とも奇妙な感 

じを-もえる。彼女らの宗教が特異であれぱあるほど， 

客の好奇心を満たし観光資源としては役立つであろう 

が 0

観光用アーミッシを避けて，私の率は街道を離れ農 

村の奥深く入った。行きかう馬車の数が培え，畑では 

馬を使ってせっせと耕作にはげむァーミッシの姿が見 

られ，私の自動审は周辺の様子とはますます不調和に 

なってきた。アーミ 'タシはその教義によって農業を天 

職とし， トラクターなどの機械すら一切用いない。だ 

が，その勤勉はよく生座-性の低さを補い，波らはしぱ 

しぱァメリカ最良の農民と讚えられる。経営が安走し 

ているのは，土地を巧みに用いて，小麦，歐菜などを 

輪作し推肥を多ぐ与えて反当収獲を高めるからだ。 

また土地面糖は家族を支えるに足る程庇（ランカスター 

では1戸平均50エイ力一 ）で，収入はさはど多くなレ、が， 

自動ホや霜気製品などを一切持たぬ質素な生ほが，彼 

らに豊かな貯えを許したのだろう。農場の中に建つ彼 

らの家は大きな二階建て数棟を有する立派なもので，. 

ゆるやかな起伏を持っま-しい畑，点在する農家や納屋， 

そして風1|1が廻り馬1}が';走るさまは，印象派の絵のよ 

うな能かに流れる明るい旧園風景を繰りひろげる。馬 

iKの後ろをゆっくりと走りつつ近隣の風景を眺めるう 

ちに，一軒の家で"じゃが宇売ります"というはり紙を 

発見，じゃが宇を賀うことによって，観光用ならぬア 

一ミ，ジシの夫人と話す機会も得た。アーミッシは家庭 

においては，ややなまりのあるドイツ語を話すので， 

彼らの先祖が住んだドイツのライン川上流地方におけ

アメリ力における共同体

る古い農村の趣きを感じさせろ。

アーミジシの社会は共産主義ではないが，強い協同 

の理念によって支えられている。宗教的行斯のみなら 

ず，農作業から家の雄築に至るまで共同体成員が協同 

し，それによって国家権力を無用ならしめている。た 

とえぱ社会保険やゴP金のどときものは彼らには必要が 

ない。彼らは税金は仏うが，それに対する見返りを期 

待しない。すべては教区の自治で，アーミッシ全体の全 

国組織もない。大きな問題は教育であって，子供たち 

は小学校へ行くが，そめ後は進学せず農場と家庭で農 

業や家まを学ぶべきだとする。世俗的な競争や誘惑の 

多い高等教育 は̂，農業を何よりも★切と考える彼らの 

宗教的価値観とは両立しない。彼らは子供を守り自分 

たちの宗教を教えるために，家庭を教室とし，また自 

分たちで費用を出して私設の寺小屋式小学校もつくっ 

ている'。選挙などの政治には一切かかわらず，無抵抗 

主義から兵役も拒否し，時に国外の權炎者救護などに 

っくす程度だ。

しかし，チレビも映画も見ぬ彼らも俗世界の影響を 

免れることはできす\アーミッシの社会も变貌しつつ 

あるようだ。特にピーチィ‘アーミタシが生まれてか 

らはこれに移る人が増え，この進歩派は服装などは旧 

取と同じだが，まず教会を建て，家庭で自動审を持 

ち電気製品を用い，礼拝にも英語を話す。他の教会の 

ように伝道や參仕活動も行なっている。，

また外界の影響によって，全くアーミッシをやめる 

人もいる。外界の誘惑，高等教育^を求めるなど励機は 

さまざまだが，アーミッシの教理が!!rい時代のままで 

厳格であればをるほど，離れる人は増えるだろう。ま 

た農産物の販売などにおいて外の経済変動の波に洗わ 

れれぱ，狭らの勤勉をもってしても経営が困難になる 

ことがあるし，何よりも多数の子供に士地を用意する 

ことにも限界があろう。

さながらクイム . マシk ンのように,神と自然と人 

間の接する19世紀以前の生活を繰り広げ，徴兵制度や 

国民教育ぐli度，社会保陳制度などをも頑固に招否する 

アーミッシの存在を許容することは，プメリ力社会の 

多様性，そして自由な伝統を示すも(5'と言える。 ョー 

ロッパで消減したアーミッシという特異な集団が，ア 

メリ力では生きのびたのみならず繁栄していることは, 

その意味力アメリカ的自由の"-象徵と言える。しかし 

同時に，世俗社会との決別，分離を宣言したア^ミッ 

シの村の情!辺にモーチルが立ち並び,短光用アーミジ 

シまで生むに至ゥたさまは，多様な伝統を許容しっっ

9 3 (5 9 3 )
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もそれを吞みつくす資本主義の廣大さを示し，資本主 

教に反抗して歷史的な共同体が生き残ることの難しさ 

を痛感せしめるものがあった。

2 . 第 2 回麼史的共同体会譲

先に流単に紹介したことのある腰史的共同体会議の 

第 2 回年次大会が，1975年11月6,7,8 日にケンタツキィ 

州 Pleasant H i l lというシエ.イカーの村セ他されたの 

で，このたびは家族と共にこれに出席した。ケンタツ 

キィというと，すぐ南北戦争における北のリンカーン， 

南の Jefferson D g v is両大統領を思い起こさせるが， 

私には探挽史が興味深い。私が住んだヴプジユア州ア 

ルプマール都の医師Thom as W a lk e rがアパレイチ 

アン山脈のCumberland G a p を 1 7 5 0 年に発見し 

Daniel B o o n eなどがそこを通って入ってきているし， 

Mary W o lls to n ec ra ftの夫であった鍵の男Gilbert 

Im lay (1754-1828)の沾躍舞台だからだ。 イムレイは 

独立戦争に短期間参加した陸軍中尉（後に大尉と称する） 

で，戦後ケンタツキィで測量師となり土地の投機に従 

事̂，広い調まにもとづいて書かれたA Topographical 
D escription  of the Western T erritory  of North  

America, contain ing a succinct account of i ts  soil, 

climate, natural h istory, population, agriculture,

manners & custom s, 1 7 9 2 .と書简体小説 The E m i­

g ran ts, 3 vols., 1793 .ヤ知られ,さらにプランス本命 

や活躍し，プリソー派と組んで，スペインの植民地を攻 

撃してルイ.ジプナをフランスに取り戾そう，と公安委爲 

会に意見書を出して，自分もルイジアナ遠征に参加し 

ようとした。国際的に活躍するプメリ力の胃除まなの 

だが，ウルストクラーフトと結婚し彼女を抬てたあと

のことはボヤ
.ズィ岛で死んだとも言われる力;,全く

わからない。彼の著書さえ実はウルストンクラーフト(6) (7)
が書いたのだという説まで現れ,若干の研究はあるが，

依然として謎の人物である。「北米西部地誌Jは ,気候， 

生物，人口，農業，風俗習慣，インディアンの種族，ケン 

タッキィの政治および法律などを記した先駆的な業績 

として高く評価されているのだから，彼について何か 

新しい資料を発見しうれぱ，アメリ力開拓において 

も,またクルストンクラーフト研究にとっても興味あ 

るものとなろう。そとで，W est V irginia Turnpike, 

Charleston, H u n tin g tonを経て，プル一グラス地帯 

の商業中心都市L e x in g to n市に到着すると，早速I8 

65年創立で州では最古にして最大という州立ケンタッ 

キィ大学の図書館に飛び込み，特に重要なものはなか 

0 た力 イムレイの書のドイツ語訳などを若干の書物
C8)

や雑誌を初めて目にしえた。

同日夜，日本の山間の温泉地を思わせるようなうね

注（4 ) 拙稿 rニュー*ハーモニィの現状ハ本誌68卷5 号，1975年5 月，pp. 64-65.
( 5 )  V，ィリアム♦ ゴドウィン，拙訳「メアリ. ウルストンクラープトの處、，、出：!，.未来社:，東京’ PP-150-151参照。

( 6 )  Robert R. Hare, The Base Indian, A Vindication of the Rights of Mary Wollstonecraft, a thesis 
submitted to the Faculty of the Univ. of Delaware in partial fulfilment of the requirements for 
the degree of the Master of Arts, 1 9 5 7 .出版されていないが，ァメリ力の国会因書館やハーヴァド大学図書館

■ などで読むことができる。その耍旨は，次の通り。イムレイの小説！■移民J はウルストソクラープトが■'女性の権利の 

擁護」の統巻に使うつもりで染めた材料を用いたもので，彼女の最後の小説「女性の虐待J と獎によく似ている。 「移 

民J の中に現れた思想や姿勢は，彼女の他の著作における思想や姿勢を再現したものである。文体の本質的な特徴も， 

彼女の著作の文体と一致している。r北米西部地誌J も，文体，意見，. 姿勢において’ I"移ほJ およひ波女の他の著作と 

一致している。この兩箸作の不自然さと女性的な文体，考え方も，.この結論を支える。彼女は，-この商箸作を書く時間 

と動機を持っていた。
( 7 、 Oliver Farrar Emerson, "Notes, on Gilbert Imlay, Early American Writer," PMLA, XXXIX, 2 

(June, 1924). Ralph Leslie Rusk, "The Adventures of Gilbert Imlay," University of Indiana Studies, 
X (March, 1923).近印̂の言及としては, E..Flexner, Mary Wollstonecraft, a Biogyaphy, Penguin Books, 
1973, pp. 297-8. P. M. Penigault-Duhet, "Du Nouveau sur M. Wollstonecraft," Etudes Anglaises, xxiv.

( 8 ) ケンタッキィ大にあるのは， The E m igran tsの D u b lin版 （1794年)，そのリプリント版The Emigrants.(17 
93-), Traditionally Ascribed To'Gilbert Imlay, But, More Probably, By Mary Wollstonecraft, a facsimile 
reproduction of the Dublin Edition il794') wiih an introduction by Robert R  Hare, Scholars' Facsi­
miles & Reprints, 19M. r北米西部地誌j の初版，3版(1797的 ，ユ 广 ，ヨーク版（1793年)，独訳N aM dU etl 

(lent ioestticben tande der Nordanterikanischen freistaaten, von dem klitna, den naturpfodiikten, 
der volksmenge, den sitten und gebrauchen desselben, nebst etner angabe der indianischen v'dlkerstanime, 
die an den granzen wohmn, und eltter schildefung von den gesetzen und der regierung des staates 
Kentucky. In b rk fm  an einen freund in England, Aus dem englischen Ubers., m it vielen aiinierk-

9 4 (5 ^ 4 )
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アメリカにおける共同体

うねと曲る道をたどってプレザント . ヒル到着。ここは 

レキシントン市の南西40キロの丘の上にあり, シ パ  

カーによってつくられた静かな村である。19W年 liv . 
ing c o m m u n it y としての歴史は閉じられ， 現在は 

Shakertown at P leasant Hill, Kentucky, Inc. J- 

いう法人が所有し，もとのかたちに復元し，いわゆる 

museum c o m m u n ityとなっている。 1809年以降に 

建てられた27の建物のうち21が公開され，シェイカ 一  

たちの生活や工芸品製作が見られるわけだ。

この静寂の地ビ60人の人が集ったため，村はにわか 

に活気を带び，人びとは夜の食堂に導かれた。19世紀 

そのままにろうそくの光程度の傅暗、食堂でシェイ力 

一の料理を口にしていると,咋年インディブナ州で知 

り合ったDonald E. P i t z e rインディアナ州立大学歷 

史科主任教授や. H istoric N ew  Harmony I n c .の 

Glenn夫人など，懐しい人たちの顏が薄闇の中から現 

れ，遠来の珍客としていろいろの人に紹介されて，私 

たち家族もたちまちにして歴史的共同体の仲間入りを 

することとなった。

会譲の日種は次のごとくである。

11月 6 日夜

ピックァ教授とプレザント，t ル代まの挨接。ニュ 

• ハ ー モ ユ ィ の 復元状況とプ レ ザ ン ト ‘ ヒ 

ルの歴史を映画によって説明。

報告 '’シ：= イカ' - 共同体を結びつける哲学，, …… 

Donald Yoderペンスィルヴュイユアナ学教授

報告I•シ: イ力一文献に見られるシ$ イカ一主義の .

8 日

総会

報 告 シ c tイ力一紹介"........Robert F. W. M eadef氏
( ニュー. . g — ク 州 Ol-d C hath am のシエイ力一

-Donald E.

博物館理事）

報告’’プレザント，ヒルの歷史考古学，

Janzen >12ンター，カレツジ教按 

この会譲は，歴史的共同体の研究者,现存する共同 

体の管理者などの学会で，♦回の議論は会場地の関係 

から主にシェイカーの問題に免中し，清楚なシェイ力 

一の服に身を包んだ美女が歌うシェイカ'^の歌を間い 

たり，シェイカーの映画を見たりしたのも楽しい思い 

出となゥた。

総会においては会の名前を正式にNationar Histor. 
1C しommujial Societies A ssociation と決定，幹寓 

評議員などを選出した（代表幹事はピッツ7 教授)。また 

Center For Communal Studiesの設立がス 認され, 

これはインディアナ州*大学のD ivision of Social 
Science と Southern Indiana Regional A rchivesに 

置かれて，共同体関係の資料収免，文献の発行などを 

行なうこととなった。第 3 回の会議は，本年11月にぺ 

ンスィルヴ ;n イニアの A m b rid ge .にあるOld Econ­
omy で行なわれる。 これはオウエンにハ ー モ ニ ィ の

地を売ったGeorg Rappたちが三度目の共同体をっく 

ったところだ。

本質" Julia N eal女史

グループ討論,村の見学など

会議においては各地の代表からも短い報告があり， 

唯一の外国人として私も発言を求められた。そとでオ 

ウェンぜf究者として, オウエンはシイカ一の共達^主

義共同体について聞いており，それが彼に共同体を計 

画させる機縁となったこ(と) を語り，またケンクッキィ

ungen und bestimmungen der naturlichen produkte, von E. A. W. Zimmermann, Berlin, In der Vossi- 
schen buchhandlung, 1793.またケンクッキィ大への修士論文Katherine Megilben, Early Kentucky Histofi- 
««み 1784- 1824, 1931.に Chapt. IV, Gilbert Imlay がある。また Samuel Wilson Library の希觀書室 

Special Collection Room で' The Universal Magazine o f Knowledge and Pleasure, London, published 
imcler his Majesty's Royal S ice n c e (s ic ),という珍しい雑誌の Vol. XClII, 1793 を息ると"A Geographical 
Account of the State of Kentucky in North America"という記事があり"Captain George Imlay and 
Mr. John Filson ( s i c . )の書いた.a very valuable b o o kから"としてケンクッキィの地理について是い記述が 

掲載されている。 ’，，-、

注（9 ) 才クエンは, その r自叙伝J の末尾に，"私はまた，1S17年に私の他のバンプレットと共に私カめ刊したrシェイカー 

.の起源と行動概観j (Sketch of the Origin and Pfoceedings of the Shakers')に言及するのを忘れていた北米 

合州国におけるこれら瑪處;りな人たちの成功せる实践活動のこの物語は，次のことを'示す◊ すなわち，非常に救[末な典 

同体の生括によってすらも，富はこんなにやすやすとすべて.の人び，とのたあに創られた。そして,比較的短い期問のの 

ちに，すべての構成贤は，貨龄もfiHi格も；Hいずに富裕となり，健康と慰安のために必腐なすべてのものを季節にポじて規 

则的に供給されうるしまたされるだろうということを経験から知っているので，欠乏の恐怖から解放された◊そしてこ 

の派の人ぴとは，個人競ぎt制度‘のもとに生活している同じ位の数の人びとよりも，道徳と行励において進かに正しぃこ
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に関速してイムレイとジェフプスンについて舰れ，最 

後に1M史的共同体についての関心はアメリ力のみなら 

ず日本にも強まっており，この会はナシa ナルではな 

く近い将来にインタナシS ナルなものに発展すべきで 

あろう，と着望を述べた。最後の点はつけたりだが， 

出席者は強い柏手をもって賛意をましてくれた6 

.学会は報告会場のみならず会場外で収樓を得るもの 

である。美しく紅葉したプレザント，ヒルの林や芝生 

を散策し，シ-イカ一の工芸品製作実演などを見なが 

ら く . うちに. 77ie Am erican Utopian A dm nture, 

Porcupine Press, P h ilad elp h ia .の編染者として知ら 

れる Antioch C ollegeの R o b e r ts . Fogarty 氏と出会 

って共同体史における経济史と文学について語り，こ 

の双#i の中で5"  th d r  F ruits, the S tory of Shakensm  

in South Union, Kentucky, 1 9 4 9 .を書いている 

South U n io nのシa：イカー村のニー ル女史などとも知

(1の り合った。ニール女史はイムレイ研究のためにはぜひ

Kentucky 1̂ 1)1'̂ 1ドァ.を訪れるよう助言され，またサウ 

ス . ユニォンにわれわれを招待してくれた。また大阪， 

の万国博覧会でアメリ力館にシュイ力一の部屋が展示 

され，その簡潔な美しさは人工衛星•月の石という科 

学枝術の成果を示す展示と好対称をなしたというよう 

な話をしていると，それを日本に送るにはマサチュ"  
セ ッツのHancock Shaker V i l l a g e が協力したとい. 

うことであった。こうして散策していると，思いもか 

けずォウi t ンめ子孫の一人と会うことができたのであ 

る。年配の女性である彼女の名はFiorence Dale 
Owen Cooper T an n erという長いもので，オタユン. 
の実質的には長男になるRobert D ale O w e n の長女 

Florence D ale Cooperの子供Robert John Cooper の 

ォウエンから数えるとs i 代 目 ほ 孫 で ，まさに 

直系に当る子孫だ。早速にいろいろ尋ねたところによ

とを，今や多年にわたって誰明してきたのだ。この r概観J は，付錄においてリプリントされている。これらシイカ 

一たちの，私有財産でなく公的財まに甚礎を置く共同体は,至福一千年の状態に生きる'準をすろための実践における 
きニ 段陪をポした0 " (27/e Life o f Robeft Owen, w ritten  by h im self, w ith  selections from  fits tonttngs & 
correspondence. Vol. I, London, 1857, pp. 242~3. 五岛茂訳 I"オウェン自叙伝J , 岩波文庫，. 1961年，422-3ペイ 
ジ。訳文は必ずしも邦訳によらない。以下同じ0 ) と書いている。この概観は^  Supplem entary Appendix to tne 
P ifst Volume o f the L ife o f Robeft Owen, containing a seftes o f  fepofts, addresses, memorials, and 
other docum ents, tefer'ed  to in that volume, 1 8 0 3 -1 8 2 0 , Vol. I. A, London, 1858.に含まれ(PP'. 143-154) 
ている。ISl7年は, す-^ての個人に恒久的な幸福を享受させるために初めて共同体建設を，提案し社会主義者に転身した 
"An Address to the Inhabitants of New Lanark, January 1,1816."の翌年であり， I"プナーク州への報iゴJ 
に結実する彼の社会主義思想形成において，シェイ力-の実践が大きな影锻を及ぱしたことがうかがわれる。
"シイカーとラジバイトという二つの共同体的宗派について，オウェンとそめ支持者たちは特によく知っていた0 

シ . / カーの共同体扭辕（‘Gospel Order*)は，集産主義の原理論よりは奨践上の経陵から生まれたものである。罪 

なき/上*活'を送るために世俗から離れることが, . 共同係生活へと向かう社会的経済的結果を，もす'̂ らした。私的家族を解体 

し独身生活を強めるのに必要な訓練は，強力に結合した共同体を発展させるのに同じように投った。長年の問シェイ 

カーたちは,彼らの社会主義は彼らの宗教信仰の中心的教義にとゥては偶然的なものに過ぎな、、と考免てきた。しかし外 

部の人たちにとっては,シイカ一主義は , 共同体主義は機能するという最も説得的な卖謠になった。同じ教訓か，Haf ‘ 
monv Society ( ラッパイ.ト）の共同体がペンスィルヴイユアからインディアナに移っても成功したこ.とから, 弓I 
き出された。1820ifi代から，シェイカーとラッバイトは，アメリ力の意識的な共同体的伝統を促進するのに持続的に役 

立つような沢山の報15?,記事，訪nnの主題であった。1870年までにJohn Humphrey N o y e sは，‘シパカーとラ 

グパイトは.....‘近代社会主義の真の先駆者だ，と宣言することができた。オウェンは，アメリ力に来るずっと以前からシ 

イカーにJP宋を持ち，1818年にフィラデルプィアのクェイ力 一W ‘ S. W arderの A  B rief Sketch o f the Relig­
ious Soicety o f People Called S h a k ersを公刊し，後にェディンバラのGeorge Courtauldからウェスタン. シ 
- イカーとラッバイトについての説明を受け取った。1824ギ11月初めてアメリカに到着して终日後，オウェは - ユー♦ 
ョークのN isk eyu n aにあるシ- イカ一典同体を訪問，強い印象を得た。 アメリ力におけるオクゴ■ン主教は，この 

ように物理的にも知的にも既成の共同体,f云統の後継者であり，宗派的共同体の世俗化せる変種であるo"J. F. G. har‘ 
rison, Robert Owen and the Owenites in B ritain  and America, the Q uest f o r  the New Moral World, 

London, 1960, pp. 5^4,
法( 1 0 ) イ'ムレイとジccツプスンは，地S L 動tfi物，資源，産業，インディアンの生活などに对する関心を共有していたと® 

える。ジ:ファスンのrヴプジユァ覚えIL4Jは， r北米西部地誌j の素材の一つであるが, イムレイは"私はジ《ププ 

スンの書を読み，この最も超: され使の心を持った同国人が，不-幸なAU^奴綠に対して恥ずべき偏見を抱いている 
のを見て， か し く な り た CA Topographical Description^ 1797, p. 222*)と批判している◊

(IY) 同じ植鋭のガに  G om m m ai Societies in America^ Reprint Archive o f Secular and  R eligious Exper 

im ents in Commtmal Living, N. Y„ Ams P r e ss .があり，共にシズ*イカ一の文献をいくつか合ん力いる<> 一 ’ 

( 1 2 ) ォゥゴ••ンの子孫にっぃては， 岛茂rオ々ゴ■ン系図J , 明大r政経論叢J 37巻 6 ，6 号，1969年. が ffsしい系図をポし

9 6 ( 5 0 6 )

■■■■■■■■■■■■■■I

I1
I
I

I

I、>

■
ざ



•T:ホ:',、 て

アメリ力における共同体

ると，彼女はインディアナポリスで法#家の秘書をし 

ていたが,のちニュー . ハーモニ:イに来て Informa- 
tion Centerなどで働き，また水泳の指導もした。今は 

ニュー.ハーモニィの郊外で一人暮らし。子供の一人 

は惜しくも交通事故で亡くなっ:fc:。彼女には非常残 

念だったようで， 日本の交通事故はどう力、， 動卒の 

制限速度は何マイルかというようなことをしきりに間 

われた。もう一人の息子と孫D avid Dale Owen  
T a n n e rがいるにしても,オウエン直系の子孫は減少 

気味であ2)。タナー夫人はやや太り気味で大分お腹が 

出ていたが，眼鏡をかけた顔はどこやら先祉オウエン 

に似適うおもかげを示していた。，丁度この年に出版さ

れたぱかりの拙訳「社会にかんする新見解Jを 含 む 「世 

界の名者:J 続 8 を彼女に呈し，ニュー，ハ一モニィで

の再会を約来する,

3. 西訪

11月 9 日，数々の思い出を残して深まる秋のプレザ 

ント• ヒルを出発0 .人びとはぺツスィルヴェイモアに 

おけるa 年の会議での再会を約したが, 私たちにはそ 

れは無理であろう。オゥエンの子孫夫人とグレン夫人

とはニュー. ハーモニィで, ニール女史とはケンタッ 

キィ因書館とサゥス，ユュオンで,そしてピッツァ教 

接とはュヴ ァ ンズヴ；} ルの大学で再び会うのを楽しみ 

.に，シェイ. カーの村に別れを告げた。审はL ouisville  

.を経てニュー.ハーモュィへ。途中ま雨の中でガソリ 

ンが足りなくなりハイゥュイから下りてガソリンスタ 

ンドへ行く i , 相僧休業。しかし通りがかりの車が親 

切にスタンドの店生を呼びに行き，店主は休日にもか 

かわらず雨の中をわざわざIf!で店までやって身て，給 

油してくれた。その労に対して当然のことながらチッ 

プを渡すと，頑として受け取らない。殺伐な話の多い 

アメリカでは珍しいことで，"他人を幸福にするため 

に全力を尽く#’ど教えたオゥェンのュ ー トゥピア.実  

験の地に近'づいたなという突惑が沸く。 . ，

ガソリンに余裕ができたので，-まずイリノイ州へ入 

り廻り道をして西側からクォバッシ川の鉄橋を狭って 

インディアナ州ニュー. ノ、一 モニイへ。鉄稿の上には

Welcome to N ew  H a rm o n y "の字が輝き, 雨上り. 

や夕方の町はやはりまレいたたずま、でわれわれを迎 

えてくれた。今回はラップ派の家を客用宿舎にした

ている力’S そこではタナー★人の父Robert John C ooperが拔け'ている。

注ひ3) r.m；界の名箸 j 統 8, rオク3：•ン，サ ン • シモン， フ…リi i j , 中央公論社,、j 975；fら

S t u d io という家に泊めていただく。前稿で紹介した 

Kenneth D ale Owen夫人は芸術に関心が強く，客用 

宿舎にぼ"Poet’s  House"や "Studio"などしゃれた名 

前がつけられているわけだ。

展史的共pi休会譲で見たュュ~  . ハーモュィ復旧の 

映画からも想像していたことだが，ニュー ‘ ハーモ 1̂ 

ィは前年夏訪れた時に比ぺると，かなり様子が变った。 

いくつかの建物が新たに復され，ガソリン.スタソ 

ドなどが移動し， N ew  Harmony I n n カ嗓成し.' 会 

議場や S h a d b lo w という新しいレストランが開かれ 

るなど, かなりの資金が投入されていることがわかる。 

Blaffer T r u s tの援助のみならず，1 9 7 3年には His- 

toric N ew  Harmony I n c .が設立され， ；1974 年に 

Ralph Grayson Schnvarzが会長となって全復旧計画 

を指導，U. S. D epartm ent of Housing and Urban 

D evelopm ent も honor award を出し, Li l ly En‘ 

d o w m e i i tも史跡保存に拠金，近くには州立公園とし 

てHarmony Recreation A reaをつくる計画まである,  

特に Fauntlもroy Home, Dorm itory Num ber - Tw o, 

T hrall Opera House, Labyrinth, Harmonist Ceme- 

teryの五つは The. N ew  Harmony State M em orial, 

つまり州管轄の記念物となって，そのことを示す看取 

などが新しくいくつ力、建てられた。とうしてこの地は, 

中西部における最も重要な史雜として，1977年までに 

年問20万人，1985年までには年間57万人が訪れるとと 

になろうと予想されている。腹史的な建築物や史跡の 

保存という点ではW illiam sb u rgと似ている力ウイ、

1)プ'ムズバーグと違ってここは現に人びとが生活レて 

いる liv ing  com m unityであり，史跡の保存，企業の 

自由，PJJの経済展の三つをいかに調和させるかとい 

う難問がある。

11月10日朝，Plj外れにあるラビリンス（速路）で娘と 

遊んでから才ウ； ン家の墓地へ。 ロノぐト•デイル•オウ 

キンその他アメ ？カに婦化しまたアメリ力に生まれた 

才ウュンの子孫プ;̂ ちが， Maple H i l lと名付けられた 

小高V、墓地に眠っている。実 質 的 な 長 男 ロパト，ディル 

•オケュンは新聞の榻集や教育 ♦労働 .女性解 放 . 黒人 

解放などの運動に活躍し，上院議員にもなって最.も有 

名だ力y 墓石は 50 c m 位の高さの薄い石でごぺ倚素 

なもの。 Eldesjt Son of Robert Owen, ISOl- 1877 と 

のみ記されている。右隣りにはその長女フ'ローレンス 

•デイル ' ク~ パ ー （タナー夫人の担母）の墓石力t並び,左
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隣りには參’Mary Jane R o b in so nの墓石がS£っ'"Lい 

たのであろうが， "wife of Robert D ale O w e n と彫 

られたその石は一端が大きく欠け，三女 Ernest D ale  

O w enの墓石の上に置;1/、すこままになっているのは痛ま 

しい《オウエンの三男David D ale O w e nの墓か最も 

大きく，この地にアメリ力最初の地質学研究所を建て 

地質学誕生のとしただけあって，G e o lo g is tの語が誇 

らしげに彫られている。その他オウユンと名のついた 

多くの墓石を見ると，オウエンの子孫があたかも一堂

に会したかのご'とく i • ハ    - にまつわる

:一トゥピアの実験，地質学研究，演劇運励，女性の 

活動などが思k、起こされ，さながらこの国の重要な文 

化史の数ペイジを語りかけているかのように感じられ 

る。

町に guided tourができたとのことなので，午後は 

Red Geranium B o o k sto re横め案内所へo この書店 

は共同体関係の図唐を免めたユニークなもので，立派 

な店構へというぱかりでなく奥にはレストランとバー 

ができ，隣には案内所，映写室，事務室などがあり，

,文化センターとなった。先ず映写室でニュー.ハーモ 

..ニィの歴史を示す映画を映すはずなのが，’本日は故障 

とのことで早速ツアー翻始。ウォシントン州から来た 

，という女性た.ちと共に，オペラ. ハゥス，第 2 号寄宿舎， 

Lentz H o u se ,プオントクラロイ♦ホクムなどを一 

巡した。新しく公開されたのはレンツ . ハゥスで，白 

塗りの木造二階，18204p■頃ハ一 モニストが建てたもの0 

Colonial D am es of A m e r ic aという団体が復旧し，

典望的な广軒屋におけるラップ派の生活を示している◊ 

夕方になると，昨夏娘の友だちになったS a l l y と 

K imの二人の子力t遊びに来て，夜高等学校の体育館で 

バスヶット. ボールの対抗試合があるから見にこない 

かと誘った0 高校があるのはかつてラップの教会が建 

てられたととろ力,ジムはそこから道一つへだてた 

購りにある◊ アメリカ人はバスケット• ボール狂との 

定評にたがわず,’行ってみるとラッパイツという由緒 

ある名のチ一ムが戦う試合は白熱のゲムで，サリィ 

は短いパンツで手をふり足を踏みならしてさっそうと 

]̂だ、援を指導,こちらは試合よりも派手な応拔合戦に息 

とれていた。その昔ラップ派の人たもがキリストの商 

臨を信じ敬けんな祈りを捧げたであろう教会，しぱし 

ぱ危機に見舞€われたオクュンの突験において村民大会 

が幾度もMかれついにゆ破局にまで、、たった悲劇の場 

所は, すぐ隣りにある0 夜遅くまで歉声の森くジムを 

あとにし，現代めラツパイツの活躍を祈りつつ，160ギ

に及ぶ里霜の有為転密を省て感慨深いものがあった0 
翌11.日, プォ.ーントクラロイ. . ホウムへ行りてMi. 

nerva S o c i e t y 関係の資料など撮影。この建物は今 

は州の所有となって，当時の家具調族を並べて公開さ 

れているので，往年の状況をかなり具体的に想像する 

ことができる。家の壁に並べられた会員の写-真や肖像 

画は , いずれも男勝りな知的な強さを示し，近憐の人の 

嘲笑に耐えて女性だけの会を守り抜いた意志をしのぱ 

せるものがある。会 長 Constance Owen Fauntleroy 

の写真はピアノの前に腹かけた姿で，鳥下に薄いロひ 

げがあるのが印象的であり，また"知こそ栄光の冠"と 

いう言葉の頭文字をあしらりたバッジを誇らしげに肯 

に下げた女性の肖像画には, Anna Jane Mann, 1842 

-1 8 7 1と記されていた。 その他に, この会の会員章， 

会の憲章のコピ.ィなどが飾られている。見終ってから 

次にW orkingmen’s  I n s t i tu teへ。二度0 の訪間のた 

めどこでも顔なじみが多く，すぐ調査にかかりうるの 

がありがたい。早速Special Collection R oom に入る。 

前回も速ペナ《；ように綜合図書目錄がな、ため，蔵書の 

全貌はわかりにくいが, カード，ボ？>クスのインデジ 

，クスには, Wi l l iain M aclure, D avid D ale Owen, 
Richard D. Owen, Robert Owen, Robert D. Ow­

en, Rosmond Owen, W illiam  Owen, Thom as Say, 

Josiah W arren, Francis 'W right力’、あり，.この人た 

ちについての書物が多い。今回は特にN ew  Harmony 

S tate M em orial C o lle c t io nの中にあるミネルヴァ 

協会関係の^^料を見せてもらった。この州所有Collec. 
t i o n は約30個はどの大型力一トン. ボックスの中に 

あり， ‘ミネルヴァ協会の憲享， 付則，..議事炒の実物 

(憲享，付則, 会員の署名，譲事ほが1 冊の大型ノ — トに書 

かれており，1 回の議事録はノートのないし4 ペイジを占 

める)， そして27 人の会員一人一人について，手紙， 

原稿，資料，死亡記事に至るまで，各個人別に紙袋の

中に入っている。

オゥュン関係の資料としては，f o l d e r 1 として , 

paners other than correspondence, memorandum 

of agreem ent on term s Jfor purchase of Harmony, 

4 pp. w ritten  entirely  in Owen’s hand, except F. 

Rapp，s s ig n itu r e .と説明された麽史的な柴約文書や， 

folder 2 として Docum ents Recording Settlement 

w ith  W illiam  M aclure, 1827, M ay.Juneという村の 

共産主義樊験失敗後の記錄もある。とうした原資料を 

数多く持っていることがアメリ力の図書館の一つの特 

徵だが，将来これらを駆使して，ユュ一，ハーホニイ
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の麼史に光を当てる新し、研究が生まれることだろうI 
シ;Cイカ一タウンで会ったオウエン子孫夫人より招 

待あり，案内所の隣りで映画"New Harmony: An 
Example and a Beacon**を見たあと，夕方郊外の 

R a p tu r eという場所に彼女の家を尋ねた。 JITを離れ 

放牧場の中を10キロはど审を走らせると数軒の集落が 

あり，その-^軒が彼女の一人住まい。先の映画の中で 

は彼女が水着':t?さっそうと水泳を子供たちに教えてい 

るシーンがあったが，♦ は仕事もやめ，每日ニュー，

ハーモユィに通って時間を過ごしているそうだ。家は 

古い家に新しく増築したもので，旧式の家具に新型の 

プレイア一が組み込まれていたり，こった調度が並 

ベてある0 彼女は， ロバト. デイル. オウ;t ンが, 1873 

年つまり晩年にクリスマス記念として彼女の父(つまり 

ロバト*デイル. オクユンの孫）に署名入りで与えた自伝 

Threading m y W a y ,彼女の母に宛てられたオウュソ 

の自伝，彼女の相■母 Florence D ale Owen ( ロバト.
デイル，オクユンの長女で，ミネルヴァ協会の会計担当）に 

その母から1853ipに与えられたノー ト，同じく祖母に 

与えられたsoup ladle (ひしゃく）,粗母が用いていた双 

頭の驚の紘入りの . chocolate servei•，オウエンの晩年，

における手紙（孫たちへ , . 1856, O c t.10, Sevenoaksに 

て,’およひ Mary宛， 1857, Aug‘ 1 , Sevenoaks にて。.
M a r yというのはロ.バ，.ト • デイル，オウ;ンの妻Mary.
Jane R obinsonであろう），ロバト . デイル . オウエンよ 

り祖父母あての手紙（April 2 , 1856.ナポリにて）など 

を見せてくれた。

翌11日,他の家からも招かれたが残念ながら間が 

なくて辞退レ，昨’夏訪れたHelen E llio tt女 史 を 訪 。

老体ながらも相変らず美しく，今は自伝の執筆にいそ 

しみ, 完成も間近いという。卓抜な記憶力を持ち，し 

かも記億だけでは根孤がないと自或の言葉を練-り返す 

波女のととだから，ニュー，ハーモュィの近代史を体 

現したような被女の自伝は，この町の歴史に実証的な 

新しい光を当てることだろう。

アメリカにおける共同体

Wび労働者会館に寄って，見残した新聞や資料に目 

を通し，S tu d ioの宿を整理してHistoric N ew  Har- 
m on yま務所のグレン夫人のもとに寄って別れを告げ， 

E v a n s v i l leのインディアナ州立大学へ。そこの食堂 

でヒッツァ歴史科主任教授夫妻とHarmony Associ- 
a t e sの会長 EHIott夫妻がわれわれのために昼食の填； 

を設けてくれたユリオット会長はへ 'レン，エリオッ 

ト女史の兄弟である。夫人は州立大学図書館の貴重書 

室担当の司書なので，ニ ュ ー ，ハ " モ ニ ィ の史料など 

について語り，ピッツァ学部長は学内の厚生施設を厨 

房の中に至るまで案内して見せてくれた。力、くし て 思 

い出多きインディアナ州を離れ，南下して再びケンタ 

ツキィ州に入り，Owensboroを経てBow ling Green.
目さすはW estern K entucky州立-A-学の誇るケ，

ンタツ キィ図書館，そしてサウス..ユニオンのシエイ - 

カー村である。 （未完）

〔追記〕 本稿執筆後，本年 8 月Iこポ一 ランドで行な 

われた The Fourth World Congress of Rural 
Sociology で発表された Russell E. L ew isの 

working draft "Continuity and Change 

among the Old Order Amish: a Case Study 
of Am ish K inship"が送られてきた。 ルイス氏 

によれぱ，アーミッシは自ら商業経営を行なうこ 

とは決してなく，時に士 物店などに雇われるだ 

けだそうだ。ア一 ミッシr ついての最近の日本語 

の雑誌記事には，坂弁信生「自動i{Iを拒否するア

メ リ 力 人 r ア ー シュ村滞在g己 —J, [中央公

論J 1975年 4 月号があり，また関元「アメリカの 

原像j 毎日新聞社，19ア6年にも触れられている。

ニュー，ハーモニイの復元については， さらに 

新しい資料を得たが，それについては次の機会に 

述べよう。

(経済学部教授）
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